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まえがき
これまで中国に長期滞在し中国農村を調査研究したいと希望してきたが，
1984年10月から1985年9月までのちょうど1年間，南京大学に留学し，「中国
社会主義農業の現状及び今後の発展と展望」というテーマで中国農村の伝統と
変革について研究することができた。中国農業・農村を研究している者とし
て，中国から出版されている書籍や資料だけでは中国農業・農村を理解するに
は不十分で，何としてでも中国農村をこの眼で見，調査したいと考えてきた。
というのは，解放前から現在までの間に中国農業あるいは農村がどのように発
展してきたのか， この点を具体的に分析できずして「中国社会主義農業」の意
義は理解できないと考えてきたからである。幸いに1978年12月の中国共産党第
11期中央委員会第3回全体会議(以下，三中全会と省略する）以後，対外開放政策
がとられ，外国人研究者が農村を訪問し調査することができるようになった。
そこで，私自身も中国の大学に留学し，上記の問題意識で中国農村を調査した
いと切望してきた。それがようやく実現し，その最大の成果が本研究『中国農
村の一断面図』となった。
筆者は南京大学経済系に外籍学者として籍を置き，農業経済学を専攻する周
海粟副教授（経済系副主任）を指導教授として「中国社会主義農業」について研
究することとなった。そして，私の研究に対して南京大学からさまざまな配慮
をして戴いた。南京大学に提出する研究計画を作成するに当たり，指導教授の
周海粟先生を始め， 経済系の諸先生やマルクス・レーニン研究所の李松林先
生，留学生辮公室の諸先生から公私にわたる助言や援助を受け,私が希望して
きた農村調査の要望をも書き入れた。農村調査といっても調査村落数や調査期
間がどの程度まで許可されるのか全くの未知数であったので，東北・華北・華
中・華南と数多くの農村調査の要望を出した。これらの各地域の農村調査は中
国滞在中に実現することとなるが')，南京大学が直接私に手配してくれた農村
1）拙稿「中国農村社会経済構造の変容分析一序章．中国農村社会経済構造研究の意義
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は，江蘇省常熟市福山郷幸福村と，同じ江蘇省の准安県平橋郷管衰村の2力村
であった。というのは南京市は江蘇省の省都であり，江蘇省内の農村であれば
確実に手配してくれるだろうという助言によったからである。江蘇省内の農村
を調査するといってもどの市県の農村を調査したいのか，中国では具体的に要
望を出さねば理解してもらえないので， 現在中国で最も豊かな江南(蘇南)農村
と， 江南農村に比較してはかなり後れていると言われている江北(蘇北)農村と
を比較研究しようということになった。
まず江南農村のどの村落を調査するかということになり，かつて満鉄上海事
務所が調査した江南の嘉定，太倉，常熟，松江，無錫，南通の6力村2)の中か
ら常熟農村を選んだ。常熟市は上海近郊の嘉定県や太倉県．松江県に比べると
まだ都市化の程度が低く， また無錫市に比べると工業化の程度も幾分低い。そ
して江南のクリークの特徴をいまでもはっきりと留めている。南通市であれば
南京からは途中揚子江を渡らければならず，交通の便が悪い。そして，新興都
市と違って歴史もあるということで常熟農村に決めた。一方，江北農村はどこ
にするかということになり,江北農村はまだ外国人に開放されているところが
少なく，交通の便や各種の事情を考慮して，准安県に決定した。准安県は故・
周恩来総理の故郷であり，訪問を希望する外国の観光客も多いことから最近開
放されたばかりであった。
私の農村調査の要望に対し，南京大学は誠意を持って準備してくれた｡1985
年4月中旬に河南省鄭州市にある河南農業大学での約，力月間の講義を終えて
南京に戻ってきた時， 留学生辮公室より農村調査の準備ができたと知らされ
た。そこで， まず常熟農村の調査から始めることとなった。ところが，留学生
辨公室から告げられた調査期間は， 5月9日から14日までの5泊6日の日程で
と課題一」関西大学『経済論集』第35巻第5号，1986年を参照されたい。
2）満鉄上海事務所調査室の調査報告としては， 『上海特別市嘉定厘農村實態調査報告書』
『江蘇省太倉縣農村實態調査報告書』『江蘇省常熟縣農村實態調査報告書』 （以上，
1940年)，『江蘇省松江縣農村實態調査報告書』『江蘇省無錫縣農村實態調査報告書』
『江蘇省南通縣農村實態調査報告書』（以上， 1941年）がある。
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常熟市を訪問し， 4日間常熟市北郊の福山郷幸福村を調査するということであ
った。中国農村を実態調査できるということで期待していたが，実質僅か4日
間ではあまりにも短期間すぎるので，期間をもう少し延長できないかと要望を
出した。しかし’ これは受け入れられなかった。というのは常熟市は蘇州市の
管轄市で観光客が多く，外事科の職員は忙しく， ，人の外国人だけをあまり世
話できないということであった。それならば常熟市のホテルに宿泊するのでは
なく，農村に近い福山郷の招待所に宿泊させて欲しいと要望を出した。そうす
れば時間のロスを少なくして4日間でも有効に調査ができると考えたからであ
る。しかし， これも受け入れられず，実際調査をしてみて調査期間の短さに悔
しい思いをした。このようなこともあって次の准安農村の調査には，調査期間
は最低2週間は必要であるという要望を出した。周海粟先生や留学生辮公室の
尽力のおかげで准安農村は2週間の調査が可能となった。本稿で紹介する江蘇
省准安県平橋郷管衰村はこの時に調査した村である。准安県には,0泊,1日の日
程で滞在し，管衰村の調査は正味9日間可能となった。この事情については本
文の中で叙述するとして，その調査日程は以下のごとくであった。
5月20日南京出発。准安賓館に到着し，調査の打ち合わせ。夜は副県長や
教育局長・外事辮公室の職員と宴会。
5月21日平橋郷を訪問し，幹部と初顔合わせ。すぐに平橋郷の概況と歴史
について調査。夜は筆者の39回目の誕生パーティ。
5月22日管衰村幹部との初顔合わせ。管衰村の概況と解放前の社会経済状
況について調査。
5月23日管衰村において引き続き解放前の社会経済状況,土地改革，初級
合作社について調査。
5月24日高級合作社，人民公社，調整政策，文化大革命について調査。
5月25日管衰村の統計資料の筆写。自然村の推移についての調査。疑問点
の再調査。
5月26日文化大革命，農業生産責任制について調査。
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出典）江蘇省測絵局．南京師範大学編『江蘇省地図冊』1984年より作成。
5月27日村営企業の調査。農家訪問。住宅地，農場，衛生所，水利灌概施
設の参観。夕方，村で宴会◎記念品を贈呈される。
5月28日1日中，郷営企業の調査。昼食事に宴会。記念にここで生産され
たジヤポニカ米を戴く。
5月29日早朝，万暁光氏1人先に南京へ帰る。引き続き郷営企業の調査。
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農村市場の調査。
5月30日朝8時のバスで南京への帰途につく。午後1時半南京着。
第1章調査村に入る
第1節調査に出発
1985年5月20日朝7時45分の准安行きのバスに乗って調査に出発することに
なった。切符は南京大学経済系助手の万暁光氏(以下，親称の小万と呼ぷ)が2日
前に購入してくれていた。というのは中国では交通は非常に緊迫しているため
当日では容易に切符を購入できないからである。小万とは，私が農村調査をす
ることになり，周海粟先生が私の助手としてつけてくれたことによる間柄であ
る。前回の常熟農村調査には本当に世話になり，感謝していたのだが，今回も
小万が付いてきてくれることになり，心強く思っていた。小万は上海市出身で
あることから江南方言をよく理解でき， また日本へ留学するべく日本語の勉強
をしており，経済系において唯一日本語のできる教師であった。そのようなこ
とから私の手伝いをしてくれることになった。そして，小万自身も私と一緒に
いることで日本語の勉強ができるものと考えていた。しかし，私の方も中国語
の力をつけねばならず，小万には悪いが日本語をあまり使わなかったので， 申
し訳ないことをした。小万は読み・書きがうまくなかなか上手な文章を書くこ
とができ， もし日本語を話せる環境に入れば会話も急速に上達するものと思え
た。小万は常熟農村の調査の時と同様，今回の農村調査においてもあたかも自
分の研究であるかのようにいろいろ援助をしてくれた。例えば，常熟の調査に
は常熟市外事辨公室の日本語のできる職員が付いてくれたので，小万は筆者と
一緒にノートを採ってくれ， また筆者の質問が村幹部に伝わらない時は方言で
伝えてくれたりした。調査から宿舎のホテルに帰って来ると辺りはすでに暗く
なり，直ぐに食事をし，その後夜1～2時頃までその日のお互いの調査ノート
に従って討論をし， ノート整理をした。また，翌日の調査の進め方についても
助言をしてくれ， 2人でいろいろ議論をした。それゆえ，小万は私がどのよう
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な方面に関心を持ち，調査の重点をどこに置いているのか熟知しており，今回
の調査にも付いて行ってくれることは本当に心強かった。
5月20日は幾分興奮していた。前回の常熟調査は不十分であったが，今回は
最低2週間の調査が可能であったからである。目覚ましを掛けていたが，その
音に起こされるまでもなく自然に目が覚めた。顔を洗い，前日に準備しておい
た荷物を持って留学生食堂へ朝食を食べに行った。私の恰好を見て， 日本人留
学生達は農村調査に出かけるのだと分かり， 「気を付けて行って来て下さい」
と言う。欧米の留学生達は旅行にでも出かけるものと思い， 「何処へいくのか」
と尋ねる。「農村調査に行くのだ」と答えると，幾分大袈裟な身振りで「本当
か」と言い，励ましてくれる。留学生寮から長距離バス乗場の鼓楼まで大きな
荷物を担ぎ歩いて行く。途中，道行く人が私の恰好を珍しそうに見る。という
のも多分2週間以上の滞在になるのであるから，それなりの着替えや生活用品
を持って行かねばならず，それを中国製の布バック(通称上海バッグ)に詰めて肩
に担いでいるからであろう。また，農村の道は雨が降れば道という道がぬかる
みになり歩けなくなるので，晴天であるにもかかわらず長靴を履いていたから
であろう。この長靴には思い出がある。昨年の11月に南京大学が留学生に安徽
省鳳陽県の農村見学を計画してくれた。この時，私は南京に来てまだあまり間
がなく，農村が見たくてウズウズしていた頃であった。留学生の見学は2班に
分かれ’ 1班が見学して帰る時に2班がやって来て見学するというもので，そ
れならばどちらにも参加して農村調査をさせて欲しいと頼んだところこれが受
け入れられ，筆者と東京大学東洋文化研究所の上田信氏とが特別に調査させて
もらった。この時にシトシト長雨が降り，農村の道は舗装されておらず道とい
う道はぬかるみ状態で運動靴ではどうにもならず，鳳陽県の商店街で買い求め
たのが今履いている岡本理研ゴムの長靴である。
私がバス乗場に着くと，小万はすでに来ており，彼の荷物はかなり少ない。
旅行中ホテルで会議のため出張して来ている中国人と何度か同室になったこと
がある。彼らの手荷物もいつも少なく， コンパクトにまとめている。こういう
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点は非常に旅慣れているようである。私達の乗るバスは人で溢れ返り，切符が
ないのに乗ろうと必死に服務員と大声で遣り合っている者もおり，定刻通り発
車しない。 8時過ぎてやっと車が出発し，車が出れば車内の空気は和んだ｡少
し走ったかと思うとまた止まり，昼食らしい油で上げた麺のようなものが配ら
れた。これは食べられたものではなく結局食べなかった。バスは見慣れている
南京大橋を渡り六合県に入る。六合県のこの道は揚州へ通ずる道であるため
か，道幅が広く舗装もよくかなりのスピードで走る。先程からバスのラジオが
音楽かなにか分からぬガーガーという音を発しており，持ってきた携帯用ラジ
カセを聞くことにした。周りの乗客は小万と話す私の中国語がうまくなく，中
国人らしくも見えず， かといって外国人らしくも見えないので， 不思議そう
に時々こちらを見る。私は中国国内を旅行中， 日本人と見られることはほとん
どなく，多くは広東人か香港人あるいは華僑に見られていた。私が真赤なラジ
カセを出して聞き出したので， また乗客は注目する。中国を個人で旅行したこ
とのある人ならば周知のことであるが， 列車やバスの中で音楽を聞く場合に
は，音量を小さくしないと周りの人に迷惑になるということはなく，かえって
音を小さくして聞いていると他人に聞かせたがらないケチな奴と思われるもの
である。そこで，私達も大きな音にして他の乗客に聞こえるようにした。テー
プは香港で買った蘇丙が歌う曲で，今最も中国で流行っている「酒干倫買無」
(空壜売らんかね！）とか,「不説，伽不要説，祢的眼晴已経告訴我了」（言わない
で，言わなくてもいいの，あなたの眼を見れば分かるわ……）という歌詞の「請眼我
来」（付いておいでよ)である。乗客は熱心に耳を傾けているようであった。
バスは六合県を抜けるとしばらく安徽省の天長県に入る。辺り一面には麦が
黄金色に輝き，刈り入れを待っている。安徽省を通り過ぎると再び江蘇省に入
る。この辺りから水路が多く，水門等が多く現れるので， カメラを取り出し車
窓から写真を撮り始めた。私がカメラを持っているので周りの乗客は私が外国
人であるということに気付いたようである。一般に中国製の2眼レフではなく
1眼レフのカメラを持っていれば外国人と見られるもので， ホテルの部屋を予
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約するときや列車の切符を購入するとき等は外国人と分かるとサービスがよく
なるので，わざと首からカメラをぶら下げたものである。バスは肝胎県と洪沢
県との間を流れ洪沢湖に注ぐ三河にさしかかる。この河は金湖県にある高郵湖
とをつなぎ，京杭大運河にも通じる。洪沢湖への河口には三河間があり，船が
出入りできるように水位の調節を行っている。バスは三河を渡ってしばらく行
った所にある蒋堀鎮に停車し，昼食となった。私達は中国人の乗客の後に付い
ていき，食堂に入るともう席はなく，小万は料理室へ注文に行く。個人で旅行
をしている時はいつもこのような店で食事しているのでもう慣れていたが， 日
本人の綺麗好きから言えばもう少し清潔にして欲しいと何時も思った。ここも
5~6卓あるテープルの下は食べ粕が散らかっており，蠅も多い。私はもうす
ぐ食べ終わるであろう人達のテープルの横に立ち，席を獲得しようとした。私
が席を確保した後も料理が仲々できず，名前の知らないラベルが貼られている
ビールを飲みながら待った。運転手は私が日本人であることを知って，「お前
らが食べるまでバスを出さないから心配するな」と言ってくれる。このような
場合，外国人であることによって助かることが多々ある。小万が運んで来た料
理は野菜と肉とを油で炒めたものが 2種類と欠けた丼に入ったスープ，それに
御飯である。中国でのバス旅行中はいつもそうであったが，昼食に小さな町に
停車し，不衛生な食堂で食事をすることになるのだが，料理は安くて結構美味
しい。この店でもビール 2本を含めて全部で 6元（当時1元は90円位である）程で
あった。食べ終わってバスの所へ行くと，運転手や乗客はすでに乗っており，
私達が行くとニコニコして迎えてくれる。日頃，中国人のサービスの悪さに腹
を立てることが多いが，このような時には中国人に本当に感謝したくなる。
バスは再び発車し，洪沢湖沿いを北に走る。道の両脇には鬱蒼と樹木が植え
られ，緑が多く非常に快適である。所々の樹木の間からとても綺麗とは言えな
い洪沢湖の赤茶けた水面が見える。洪沢県の中心地の洪沢（高良澗鎮）を通り，
そこからやや右に曲がって淮安に直進するのではなく，そのまま北に走って淮
陰市に入った。淮陰の方が淮安よりも地方都市としては大きいのであるが，こ
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こは外国人に対してまだ開放されていない。淮陰市街に入るとバスは再び南の
淮安に向かって走る。途中の道は京杭大運河に沿って走り，運河には多くの船
が行き来する。淮安のバス・ターミナルには 2時頃に到着した。バスの運転手
に礼を行って降り，周りを見渡すが，迎えの人らしき者はおらず，歩いて淮安
人民政府のある所まで行くことになった。
第 2節初めて見る江北農村
道々人に人民政府はどこにあるのか訊ねつつ，重い荷物を担ぎ，プラタナス
の枯葉で埋まった道を少々元気をなくして歩いて行った。外事塀公室の職員が
私達を迎えに来ていないということについて少々心配であった。彼らが私達を
迎えに来ていないということは歓迎されておらず，何らかの理由をつけて調査
させてくれないのではないか，ここの政府は本当に私に農村調査をさせてくれ
写真1-1 故周恩来総理の旧居の前で。
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るのであろうか，道を歩きつつ少々心配になってきた。バスを降りて南へ真っ
直ぐ歩いて行くと，人民法院の前に多くの人だかりがしており，裁判でもあっ
たのであろうか。また，途中の民家の壁に赤い矢印で周恩来総理の故居と書い
てあるのが見られた。出発前に聞いていた周総理の旧居はこの近くにあること
が分かり，淮安に滞在中に必ず訪れてみようと考えた。淮安県人民政府は 5分
程南へ行ったところにあり，簡単に捜し当てることができた。政府の建物の中
に入って行き，その 2階に僑務塀公室と一緒に看板の掛かった外事塀公室を訪
ねる。中の職員が丁寧に私達を迎え入れてくれ， 係の者を探しに行っ・てくれ
た。聞くところによれば，担当の職員は私達を迎えに行ったのだが，擦れ違っ
たようであり， 決して歓迎されていないわけではなかったので幾分ホッとす
る。しばらく待っていると迎えに行った戦員が帰ってきた。見ると長身で痩せ
た50歳位の人が入って来た。自己紹介によれば，彼が私の世話をしてくれる外
事塀公室接待科科長の韓克武氏である。簡単に調査の件について説明がある。
私のために準備された調査村は平栂郷管衷村であると告げられる。そして，南
京大学に要望した調査についての要求はきちっと彼等のところまで届いてい
た。
調査期間については 2週間以上の調査が可能とのことであり，昼食も村で食
べるということになっていた。宿泊は淮安県の中心地である淮城鎮の淮安賓館
ということになった。そして，毎日車でホテルと村とを往復するということで
あった。そこで，できるだけ時間と体力の消耗を少なくするために郷の招待所
に宿泊できないかと申し出てみた。ところがやはり，外国人は設備の悪い農村
には宿泊できないということであった。私はこれまでいろいろな所で農村調査
をしてきた経験があり，そんなことには慣れていると申し出たがやはり駄目で
あった。しかし，実際に平橋郷を訪れてみてわかったのであるが，なるほどこ
この招待所の設備はあまり大したことはなかった。前回の常熟市福山郷の招待
所は水洗トイレを備えたホテル並の設備であり，何故これだけの設備がありな
がら，設備が悪いという理由で断ったのか不思議に思ったが，ここはまさしく
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その通りであった。しかし，もし郷政府が許可してくれるならば，私は当然喜
んでここに宿泊したであろう。一通りの説明を受けた後，今日は疲れているこ
とだからホテルヘ行って休んで下さいということになり，車でホテルに案内さ
れた。
人民政府から先程私達が歩いて来た道を走り，中国人の民家を通り，幾分民
家が少なくなったところに淮安賓館があった。淮安賓館は淮城鎮の北の外れに
あり，緑が多く周りには本当に民家がなかった。ホテルに着くと服務員は快く
迎えてくれ，部屋に案内される。しばらく部屋の中で荷物の整理をし，休息し
ていると外事塀公室副主任の陳精国氏が私達に挨拶をしに訪ねて来た。陳副主
任の話しによれば，今夜副県長が私のために宴会をひらいてくれるとのことで
あった。夕方，話しの通り副県長の徐国良氏，人民政府教育局長の某氏が私を
訪ね，私が淮安県に来たことを歓迎すると言ってくれた。応接室で雑談した後，
宴会の準備ができたとのことで，食堂に行き，副県長，教育局長，外事塀公室
副主任，外事塀公室接待科長，小万と私の 6人で楽しく酒を酌み交わした。こ
の時のことが地元の新聞「淮安日報」 5月23日に掲載された。明日からいよい
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写真1-2 県幹部との記念写真。左より，教育局長，韓克武
接待科長，筆者，徐国良副県長，陳精国副主任。
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資料1-1 「淮安報」に載った農村調査についての記事。
よ農村調査の開始である。
ところで淮安県外事塀公室から聞いた淮安県の概況を述べておきたい。
1984年度の統計によれば，第 1-1表のごとく戸数は25万2,678戸，農家戸数
は21万6,397人で，全体の85.69, るを占める農業県である。人口は 107万951人，
農業人口96万人，農業労働力41万人で，それぞれ全人口の89.696, 38. 3形を占
める。農業労働力は農業人口の 42.7%を占める。県の総面積は 1,548平方キロ
メートル(232万2,000畝），耕地面積は 121万9,831畝で，総面積に対する割合は
52. 596である。耕地の利用状況は第 1-2表にある。総作付面積は 216万7,915
畝で，土地利用率は 17896と二毛作が普及している。栽培作物は糧食が 183万
7,945畝（総作付面積の84.8形）と，糧食栽培が圧倒的な比重である。糧食は冬作に
小麦・大麦・はだか麦のいわゆる三麦とそら豆が76万 5,256畝（耕地面積の62.79; る）
夏作に水稲・山芋（甘薯）・玉米（トウモロコシ）・高粟・雑穀・大豆が107万2,689
7 
164 闊西大學「綬清論集」第37巻第2号 (1987年7月）
第1-1表淮安県統計数値 (1984年度）
項 目 I 実 数 I 劣
戸数 252,678戸｀
うち農家戸数 216,397戸 85.6
人 口 1, 070, 951人
ちぅ｛ 農業人口 960,000人 89.6 
農業労働力 410,000人 38.3 
面積 1, 548km2 I 
うち耕地面積 1,219,831畝 52.5 
総生産 額 6億9,889万元
ぅ｛工業生産額 2億7,767万元 39.7 
ち農業生産額 4億2,122万元
60.3 I 
郷 鎮 数 31 
農村自由市場数 62(45) 
村 落 数 600 
出典）淮安県政府の提供に基づく。
郷鎮数は31であるが，人民公社数は32あっ
た。また，県工商行政管理局によれば農村
自由市場は45であり，担当局の数値45に信
憑性があると思える。
畝（同87.9彩）となっている。糧食以外には経済作物として棉花・搾油原料・落
花生・菜種・ごま• その他の搾油原料・麻類・漢方薬原料等が 12万 9,399畝
（同10.6形），その他，経済作物としてのハッカが 2万1,036畝（同1.7%), その他
の農作物が4,621畝（同0.4%)である。糧食の 1畝当たりの収量は二毛作で
1,675斤とかなり高い。『中国統計年鑑』によれば， 1984年の 1畝当たりの水稲
収量は716斤，小麦396斤，玉米528斤，大豆 177斤，イモ類422斤であり叫 淮
安県の統計では大豆を除く他の全ての作物は平均を凌駕している。
1984年の淮安県総生産額は 6億 9,889万元で， そのうち農業生産額が 4億
2,122万元，工業生産額が 2億7,767万元である。総生産額に対して農業生産額
1)中華人民共和国国家統計局編「中国統計年鑑1985」1985年， p.263。
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第 1-2表 1984年度淮安県農作物統計
1. 糧食・大豆 ① 夏 収
総面積 1面 積 単産 総 産 面積 単産 総 産 小
（畝）（畝） （斤） （万斤） （畝） （斤） （万斤） 面（畝積） 閉
2,167,415 1,837,945 776142, 575. 08 765,256 603 46,141,393 660.367 608 
穫 糧 食
麦□，3J: 三〗~賃:竺2
IR 秋収穫
面積単産総産 水 稲 I 早 稲 1 中
（畝） （斤） （万斤） 面積単産総 産面積単産総産面積
I. 072, 689 ,.j 96,433.69 ,::,;10~ い:1,~ ご二二~40
糧食
稲 晩稲 山芋 とうもろ
単産総産面積単産総産面積単産総産面~·---~
旱 （万斤） 一直（斤） （万斤） （畝） 』皿 （万斤） （ 
991 87,672.3 10,819 860 930. 18 37,524 490 1,838. 78 67,467 
I 2. 経？り~,"'r~,"r~:;, 門(~〗~~~こ，
済作物
棉花（繰り綿） 油 料 落花生 菜面積単産総産面積単産総産 I —●. ~. ,.n~I —=• ヽヽ-~
（畝） （斤） （万斤） （畝） （斤） （万斤）
34. 037 77 261. 57 72,983 219 1,587.96 
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経 済 作 物
種 ~-- ま その他の油料 麻 類 薬 草ヽ
総（万斤産） 面（畝積） 閉 （総万産斤） 間 閃 （総万斤産） 闇 閉 （総万産斤） 面積（畝）
1,501. 72 366 49 2.25 10 200 0.2 17 294 0.5 1,326 
3. その他の経済作物 4. その他の農作物
面積 ハッカ 面積 単産 総産
（畝） 面（畝）積 閉 （総万斤産） （畝） （斤） （万斤）
21,035 21,008 20 42. 86 4,621 266 122.89 
出典）淮安県政府の提供に基づく。
が60.3%, 工業生産額は39.7形となり，農業の比重が高い。人民公社解体前に
は人民公社が32あったが，「政社分離」により生まれた郷鎮は 31で， 後述する
平橋郷はその 1つである。農村市場（集市貿易）は62あり， これは 1郷鎮につき
2つの割合になるが， 5月29日の平橋郷工商行政管理員に聞いたところによれ
ば45であった。県下の村落数は約600であり， 1郷鎮につき平均 19~20カ村と
なる。平橋郷は村落数が22あるので，平均より少し大きい郷といえる。
第 3節平橋郷の訪問
1. 平橋郷の概況
5月21日は朝 7時に起床し， 7時半に朝食を食べ， 8時前に宿舎の淮安賓館
を出発した。淮安県外事塀公室が準備してくれた小型マイクロバスに乗り，外
事塀公室の職員 2人，小万，運転手と私の計 5人で平橋郷に向かった。まだ8時
前であるためか，淮城鎮の中心街には朝市が立ち，非常に混雑をしており，車
はクラクションを鳴らしっぱなしで，雑踏の中を通り抜けて行った。鎮淮楼と
書かれた大きな額の掛かる，かつての県城の南門と思われる城門の横を通り抜
けていくと，また南に走る通り一体には自由市場が立ち，農民達が嘘馬に荷車
を引かせたり，自分で引っ張ったりして季節の野菜やら雑貨類を連び，荷台に
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写真1-3 淮城鎮の朝の雑踏。
写真1-4 大運河沿いの公路。毎日この道を往復することになる。
それらを乗せて販売している。車はさらに南に走って行くと，建築ブームのた
めか，荷車にレンガを山ほど載せ，老人から青年まであるいは女性までが 1頭
の馨馬を先頭にして引っ張っているのに出くわす。淮城鎮から 3~4キロメー
トル程南に来ると，洪沢湖から引かれている蘇北灌漑総渠と京杭大運河が出会
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う所に到る。ここは運東分水間といった水門があり，水位が異なるため，船の
通行が便利なように水門で水位を調節し，船を通行させている。ここを過ぎる
と車は大運河を右に見ながら大運河沿いに走る。大運河には輸送船がひっきり
なしに走り，水運の重要性が理解できる。宿舎の淮安賓館から平橋郷の中心地
である平橋村までは約18キロメートルあり，約40分程かかった。これから毎日
この道を朝夕往復することになる。
平橋郷は大運河の堤防になっている道から左へ曲がり，下りて行ったところ
漣
? ? ?
、
?
?
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淮
?
?
沢
? ?
???
? ???r"~ 
〇 郷所在地
〇村
-・ 一県壊
県 ー一公路
一水路
第1-2図淮安県概況図
注）京杭大運河と蘇北灌漑総渠は太線ーーで表した。
82 
中国農村の一断面図(1)(石田） 169 
にあった。坂を下りていくと，右手に折れるT字路の南北に真っ直ぐ市場が開
かれており，非常に多くの人達で混雑している。この市場は街や鎮にある自由
市場や農貿市場ではなく農村の集市市場である。今回初めて間近に見ることが
でき， 29日に調査することになる。車は平橋郷人民政府と中国共産党平橋郷委
員会の看板の掛かった門をくぐり止まった。私達が車から降りると，郷の幹部
達が待っており近寄り握手を求めてきた。私は簡単に自己紹介をし， 「これか
らお世話になります」と挨拶をした。そして，郷の招待所に案内される。招待
所の中は三面の壁際にソファーが置かれてあり，私は真中のソファーに坐らさ
れる。そして，私を迎えにきた最も威厳のありそうな人が郷党委員会書記の張
秀箔氏(1938年7月生まれ）で，張書記は私の横に腰かけ，他の幹部もその周りに
坐った。張書記より郷幹部の紹介があり， 若い青年が郷長で副書記の陳貴氏
(1954年12月生まれ），その隣が副郷長の謝子慎氏(1933年12月生まれ）， 工業公司副
経理の姜凝亜氏(1928年3月生まれ）であった。張書記は私を歓迎する旨の簡単な
挨拶をし，私の方も再びお世話になりますと挨拶をした。簡単な雑談を済ませ
た後，早速，この平橋郷についての概況を聞きたいと申し出た。聞き取りはテ
写真1-5 郷幹部との記念写真。前列中央が筆者で，
その左横が張秀箔書記，右横が陳貴郷長。
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ープルの方が便利だということで，真中のテープルに集まり，張書記より平橋
郷の概況説明を受ける。その内容は以下のようである、0
平橋郷は，既述したごとく京杭大運河の東に位置し，水陸交通が発達してい
る。平橋郷の由来は，その昔ここに小川があり，そこに平らな橋がかかってい
た。隋の燭帝が運河を建設するためこの小川を壊し， そのとき橋も壊された
が，平橋という名前だけが残り，現在まで発展してきたことによるとのことで
ある。平橋郷の南は宝応県に接し，大運河に沿って南下すれば揚州に到る。平
橋郷は第 1-3表に見られるごとく22カ村， 230組（生産隊）で構成され， 198娃F
の戸数が7,794戸，人口 3万5,689人で， 1戸当たり家族数は4.6人である。労
働力は 1万5,359人で，男が8,140人，女7,219人であり，また半労働力 (15歳以
上の末成年）は 900人である。総人口に対する労働力の割合は43.0彩となる。郷
内の非農業戸・人は318戸の1,100人である。これらの非農業戸は国家から定鎖
糧（食糧の配給）を得る者である。この非農業戸は平橋村に400人と多く，ここは
郷の中心地であると同時に，昔は集鎮の平橋鎮であり，今でも市場が開かれて
いる。国家幹部は30人で，その内訳は国家正式幹部が26人，招聘幹部が4人で
ある。招聘幹部の4人は郷財政を担当するために県政府より派遣されて来た者
である。村級幹部は204人，組級幹部は230人である。
耕地面積は4万2,715畝で，重要作物は水稲作4万2,539畝（全耕地に対する割
合は99.6彩），三麦（大麦・小麦・はだか麦）3万640畝（同71.7%), 油菜5,466畝（同
12.8彩）である。水稲の畝産は 1,029斤で総生産量は4,380万斤，同様に三麦の
畝産ぱ605斤で総生産量が1,853.7万斤，油菜は278斤の152.22万斤である。現
在，農業機械は422台，役畜（水牛）が130頭である。
平橋郷の集団経済について見ると， 1984年度の国家にたいする農業税は23万
3,401元（そのうち管衷村は6,855元），郷への集団提留金は公積金が14万2,260元
（同5,823元），公益金20万6,330元（同8,481元），管理費 13万7,518元（同5,478元， 1
人当たり3.77元の負担），服務費13万1,884元（同2,102元）， 教育事業付加費17万
100元（同7,057元）で，合計102万1,493元であった。これは1984年度純収入1,2i4
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第1-3表平橋郷統計数値
目 I 実 数 I 
戸数 7,?94戸 I
うち非農家戸数 318戸
人 口 35,689人
うち労働力 15,359人
｛ 女男 ‘’ 8,140人
” 7,219人
うち非農業人口 1,100人
耕地 面 積 42,715畝
『三-麦9積 42,539畝30,640畝
ち 油菜” 5,466畝
総生産 額 2,111.4万元
1人当たり収人 347元
村 落 数 22 
生産 組数 230 
出典）聞き取りにより作成。
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彩
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万5,000元に8.4彩を乗じた数値であり生 前年の純収入の10彩を超えない数値
とされていると言う。この規準は経済管理を強化するため郷で決められてい
る。また，集団への負担は 1人当たりにして29.19元， 1畝当たりにして24.48
元である。農業税は土地の大きさに応じて国家へ支払う税金であり，公積金・
公益金・管理費は村の事業のため全部村へ返す。郷で使用するのは服務費で，
これは水利や郷の 6人の技術員の給料，獣医センクー（家畜保健），衛生院の費
用として使われる。この中で水利費が 5万3,000元と最も多い。・すなわち，水
路の補修は郷政府の工事であれば郷財政から賄われ，村の工事であれば村の公
積金より材料費を出し，農民に負担がかかることを避けている。教育事業付加
費は民塀教師（郷村が雇う教師）の給料や教育条件の改善のために使われる。民雛
教師の給料の負担は大きく， 1985年から給料は月57元となっている。そのため
2)厳密に計算すれば， 102万180元となるが， 102万14,932元とは大きな差ではない。
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教育事業付加費として 1人当たり収入の 1.4彩の割合で徴収している。この出
費は近年農民にとって大きな負担であり，就学児童のいない農民も負担しなけ
ればならず，特にこれらの農民の不満の種となっている。その他の郷財政は郷
営企業の収入から賄っている。
2. 平橋郷簡史
本地域の詳細な歴史は管哀村のところに譲るとして，本節では平橋郷の歴史
を簡単にながめてみよう。
解放前，この地帯一帯の農業生産力は水稲作で 1畝当たり 200斤，三麦作で
100斤と非常に低く，それゆえ貧しかった。その原因は， (1)生産手段少がなく，
(2)その多くは地主・富農が所有しており， (3)水利条件も悪かった。調査滞在中
に，かつて注精衛軍を援助するべくこの地域一帯を守備していた元日本軍兵士
が中国を懐かしんでの旅行で准安賓館にやって来た。外事塀公室の職員から日
本の大学教師がここに滞在して調査をしているということを聞いて，ある夜い
ろいろ話しをする機会があった。その時，これらの元日本軍兵士より，昔この
地域は非常に貧しかったという話しを聞かされた。土地は肥えているのだが，
湿地帯で水捌けが悪く葦ばかりが生え，農業生産力が低かったということであ
る。農家出身のある元兵士は水利灌漑施設を設ければ絶対に豊かな農村に変貌
するであろうと思っていたが，現在実際そのようになっているのを見て驚いた
と言う。かつてどの村の家も土房の家ででレンガ造りの家は見られなかった。
また，千してある洗濯物を見てもボロボロにつぎのあたったものばかりで，布
団等もそれはひどいものであった。しかし，いまバスの中から注意して見ると
農民の生活は良くなっており，かつての状態からは想像もできないと言う。中
国に来る前に中国が豊かになったと聞いており，それも半信半疑であった。し
かし，実際来てみて本当だと分かったとのことである。そして，准安から連雲
港へ行く途中に見た農村は昔のように土房の家が多く，あまり変化は感じられ
なかったが，この一帯は本当に変わったとのことで，その第 1に挙げたのが縦
横に巡らされた水利網であった。
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解放前このような条件の下で，農民は地主に小作料を支払うと残りの収入は
少なく，高利貸しに借金をせざるを得なかった。そして，借金返済のため農業
以外に地主・富農の家へ長工や短エとして働くか，人力車を引っ張る等して働
いた。このような条件下で凶作にでもなれば多くの農民は乞食となって他地へ
放浪しなければならなかった。これを農民は次のように言う。すなわち，「離
郷背井， 逃荒要飯」（故郷を離れ，飢饉のため他地へ避難し乞食になる）と。 また，
この地方に農民の諺として「査馬徐家庄，小夏載旱秩，喝的蕃瓜疱搭湯，一年
要欽八月粗」がある。意味は，査馬徐家庄とは平橋郷の東約20華里のところに
ある査家庄・馬家庄・徐家庄のことで，小夏(7月7日・ 8日頃）になれば旱秩田
（水に浸かった水田）となり，啜るのはカボチャのすいとんだけで， 1年に 8カ月
間の食糧が不足しているということである。
平橋郷は1945年8月に解放される。この地帯は国民革命軍新編第4軍（新四
軍）が活動していたので解放時期が非常に早い。解放と同時に農民協会が成立
し，土地改革の準備をする。 1946年 7月に土地改革が始まり，「中国土地法大
綱」に基づいて，地主・富農の土地を全部没収して農民に分配したと言う。土
地改革の時期が非常に早いので，国民党が再び帰ってくることを農民は恐れな
かったのかという質問に対して，張書記は土地改革を恐れる農民はいなかった
と公式的な応答をした。農民は国民党が来ると共産党の地方武装隊に逃げた。
土地の分配は人口割りで分配し，自然村単位で 1人当たり 2畝が分配された。
しかし，実際に1946年10月には国民党軍の地方武装隊（還郷団）が再び支配する
ようになり，一進一退を続ける。
1948年10月に再び解放され，新たに土地改革はしなかった。 1950年の春に土
地改革が公正に実施されたかどうかを検査する土地復査が行われた。土地復査
では，土地改革時にある農民は富農と規定されたが，検査の結果中農と規定さ
れなおし，土地を返却された。また， 1946年の土地改革時に不在で1949年に戻
って来た者に対しても土地を分配した。この結果，「誰種誰収誰帰誰有」（誰が
植え，誰が収穫し，誰に帰し，誰が所有するか）という政策で農民の生活は上昇し
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たと言う。具体的には水稲が 1畝当たり300斤，三麦が200斤となる。そして，
この郷では農業合作化時期に農業生産力は安定する。
1954年の春耕前に「自願互利，等価交換」の原則で互助組が形成された。
1955年 3月か4月には半社会主義的な初級生産合作社が成立し，生産物の分配
を土地の出資に対して48%, 労働力の出資に対して52%の比率で分配した3)。
そして， 1956年秋には高級生産合作社が成立し， 「四定三包一奨制」が実施さ
れる。四定とは(1)土地面積を定め， (2)労働力投入量を定め， (3)機械・役畜・農
具を定め， (4)指標を定める。三包とは (1)産量を請け負い， (2)仕事量を請け負
ぃ， (3)肥料を請け負う。一奨とは超過生産を奨励し，減産ならば賠償するとい
うものである。この結果，水稲は320斤，三麦は220斤に上昇した。
1958年 8月に平橋人民公社が成立する。しかし，農業生産力は上昇せず，却
って減少した。すなわち，水稲は200斤前後，三麦mo斤となる。その原因は，’
(1)基層幹部に三風ー一生産睛指揮風（生産におけるデタラメ指揮の風潮）・浮誇風（誇
張・誇大する風潮）・一平二調共産風（平均主義・共産主義的風潮）一が吹いたことに
よる。これは農民の積極性を打ち砕いた。 (2)連続の自然災害を受け，農業生産
量は減収となった。この結果， 1960年~1962年は人民の生活が解放後最も困難
な時期になったと言う。これに対し党中央は調整．翠固・充実・提高の「八字
方針」を出し，人民公社の整理を行う。 1963年~1964年に土（土壌改良・深耕）．
肥（合理的な施肥）•水（水利建設）・種（品種の改良）・密（密植）・保（病虫害保護）・管
（栽培管理）•エ（農機具の改良）の 8 字で現される「八字憲法」が強調された。
「八字憲法」との関連で水利開発について質問すると， 1958年秋~1959年秋
まで水利開発を行い，幹渠 1本，支渠3本建設した。しかし，自然災害が起こ
り建設をストップした。 1963年~1964年に前述の「八字憲法」を強調し，再び
3)上海市上海七宝鎮紅明村の調査では，紅明村の初級合作社では労働力に対しio形，土
地出資に対し30彩であり，•平橋郷に比較して労働力の割合が高い。そのため土地を多
く所有する農民や家族労働力の少ない農民は参加しなかった。拙稿「中国農村社会経
済構造の変容分析ー上海市上海県七宝鎮紅明村の調査事例ー」「アジア研究」第33巻
第3・4号， 1978年。
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水利建設を継続し，斗渠25本，農渠129本，毛渠1,500本を建設し，灌漑システ
ムを完成した。その結果， 195紗平以後建設のために掘り出した土石が306万立
方メートルとなる。また，河に通じる排水溝を掘り出し，支溝が 1本，斗溝20
本，農溝19Q本を建設し，排水システムが完成する 4)。その土石が430万立方メ
ートルに達し，先の灌漑システムの土石を合計すると 736万立方メートルとな
る。その後は少しずつ建設し， 1979年には耕地の方正化， 水利網， 耕地の周
囲に植林， 灌排工事を行い，耕地の旱田両用が可能となり， 水利濯漑体系は
完成する。その結果，現在では大運河の水門 2,涵間（暗渠・水門）が1,075,橋
1,294, ポンプステーション15となった。
1966年より始まる文化大革命は農業に大きな影響を与えたと言う。張書記に
よれば，文革は階級闘争を強調し，「空頭政治」（空論政治）を行い，共産党の中
の「走資派」（資本主義の道を歩む実権派）を批判し，「唯一生産論」 （生産力第一主
義）を批判し，農民は派閥に分かれて闘争をしたので， 農業が破壊された。特
に， 1966年から1970年までは農業生産に関心が示されず，生産力は減退した。
例えば， 1968年の三麦の畝産は167斤，水稲は352斤であり， 1人当たり収入は
わずか52元であった。この52元の中には分配された食糧も含まれ，口糧は 1年
1人当たり426斤の分配であるので，これを貨幣に換算すると46元 2毛となり，
』隻民の実際の現金収入は 5元 8毛にすぎない。 1969年 9月に平橋人民公社革命
委員会が成立し，革命大衆が老幹部と結びつく三結合が行われ，農民は生産に
対して再び関心を示し始め，生産力は徐々に上昇する。
1978年12月の三中全会以後，．「挽乱反正」（乱を静め平常に戻す），「左」の影響
を取り除き「実事求是」の路線を確立して，全党の仕事の重心を経済建設にお
き，・多くの富民政策を制定した。その結果，生産力は著しく伸び，農民の生活
は楽になった。
4)灌漑水路は大きな河川から引水して，大きい順に幹渠，支渠，斗渠，農渠，毛渠の5
緻あるいは幹渠を除く 4級があり，排水路は農地から河川へ排水するもので，小さ
い順に農溝，斗溝，支溝，幹溝の4級がある。水利電力科学技術情報研究所主編「農
田基本建設基礎知識問答」 1979年， pp.214~215。
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3. 三中全会以後の平橋郷の農村経済状況
三中全会以後の農村経済を最も大きく変化させたのは， 「政社分離」による
人民公社制度の解体と農業生産責任制の導入であろう。平橋郷の「政社分離」
は1983年4月に実施され，これまでの平橋人民公社が平橋郷となり．，平橋人民
公社管理委員会が全てを統括していたのが，9 行政組織の平橋郷人民政府，経済
組織の平橋郷経済管理委員会，党組織の平橋郷党委員会に明確に分離した。し
かし， 1984年4月には平橋郷経済管理委員会は上級にこれに応じる機関がな
く，仕事の内容が人民政府の仕事と重合し，廃止となった。村レベルにおいて
も村民委員会の村長と生産大隊管理委員会の主任は同一人物であるが，形式的
には分離しており，経済組織はまだ廃止されていない村もある。
農業生産責任制については，まず 1981年秋から 1982年9月まで包産到戸制
（各戸毎に生産量を請負う）を導入する。農民は報酬が生産量にリンクした聯産計
酬を望んだが，各戸毎に経営を請負う大包干制の導入は遅く，最初は包産到戸
が実施された。これは郷内の62生産隊で試験的に 3年間実施してみることに
し，臨時的に土地を分配した。土地分配は大きく2方法があり， 1つは労働力
数と人口数に応じて土地を分配する方法で，例えば労働力で土地の60%を，人
口で土地の40%を分配したり，労働力で70彩を人口で30%を分配するといった
方法と，もう 1つは比較的土地の多い村が人口数だけで土地を分配するといっ
，た方法である。報酬分配はエ分制（労働点数制）で行い，規定以上の生産量を上
げれば全て個人のものとした。
1982年にはほとんどの生産隊で大包干制を始め，わずかの生産隊ではまだ未
実施であった。というのは平橋郷の渠北（灌漑水路の北側）の生産隊は渠南に比較
すれば貧しく，それゆえ全生産隊で実施したが，渠南の生産隊は比較的豊かで
あり，大包干制を実施する必要を感じない生産隊もあり，未実施の生産隊があ
ったからである。しかし， 1983年には渠南の残りの生産隊でも実施し，平橋郷
の全ての生産隊で大包干制が行われるようになった。大包干制は国家への任務
と集団への負担を除いた全生産物が個人に帰するというもので，請負った土地
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を保証するために「土地使用証」が発給された。これは一旦分配した土地は15
年間不変で，たとえ死亡や結婚・出産により家族数が増減しても土地を動かさ
ないということを保証したものであり，農民もこれを望んでいた。生産責任制
の実施は農民の積極性を引き出し，「大鍋飯」（大きな釜から共同で飯を食べるとい
う平均主義を意味する）や「大呼隆」（掛け声だけの共同労働）の問題を解決した。
1982年以降，毎年連続して豊作を勝ち取り，生産量は上昇し，国家への貢献
や人民の収入も増大した。例えば， 1984年の全郷総生産量は6,233万7,000斤と
なり，これは 1977年の2,888万1,000斤の 2.16倍となる。総生産額は 2,111万
4,000元で，そのうち農業が1,174万8,100元(55.6彩），工業が638万6,400元(30.2
%), 副業が297万9,500元(14.1劣）と，農業の比重が過半数を占めている。そ
して，総生産額は 1977年に比較すると 5.12倍となった。国家への糧食任務は＇
2,650万斤と1977年の4.15倍となった。 1人当たり収入は345元と， 1968年の52
元と比較すれば6.67倍， 1978年の62.2元と比較すれば5.58倍となる。万元戸は
27戸で，専業戸（糧食戸であれば1人当たり糧食販売が1,000斤以上，副業戸であれば副
業収入が300元以上をいう）が 1,184戸となり，これは全農家戸数の 15.5彩に当た
る5)。 この結果，全郷で6,265戸の衣食問題を解決し，預金が少し出来るよう
になった。これは総戸数7,794戸の 80.4彩に当たる。困難戸は318戸(4.1彩）あ
り，彼らは預金することはできないが，衣食問題はすでに解決した。これらの
家は病人を抱えていたり，労働力が少ない元からの困難戸である。
1982年から19841平までの間，大包干制を実施することにより農村の産業構造
を調整することができ， 1985年からは農・林・牧・副・漁業の全面発展とエ・
商・運輸・建築・サービスの総合運営を目指している。 1985年の農産物の作付
けは，水稲が4万1,300畝，そのうち釉稲（インディカ米） 4,300畝，梗稲（ジャボ
ニカ米） 1万 6,000畝， 雑交稲（交配種） 2万1,000畝で， 雑交稲が多いのは生
産力が高く， 1畝当たり 1,200斤の収穫があるからである。三麦は 2万9,990畝
で，そのうち小麦が 2万6,973畝，大麦・はだか麦は 3,017畝である。油菜は
.5)実際に計算してみると， 15.8彩となる。
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5,340畝，ハッカ540畝，苗木160畝，薩菜800畝となっている。そして，収量の
指標は糧食が6,110斤，その内訳は水稲が畝産1,007斤で4,160万斤，三麦が畝
産650斤で 1,950万斤の目標である。このうち国家への販売が水稲1,200万斤，
三麦1,100万斤の計2,300万斤である。油菜は畝産300斤で160万斤を指標とし，
国家への販売契約は50万斤である。総生産額は2,218万元で， 1人当たり収入
は198舷F度収入の31元増の378元を指標としている。
平橋郷における近年の大きな変化として，張書記は以下の4点を指摘する。
まず第 1は労働力の郷鎮企業や第三次産業への移動である。 1984年の統計では
農業労働力は 1万961人（全体の71.4形），郷鎮企業の労働力1,771人（同1.5彩），
第三次産業の労働力2,627人（同17.1彩）となっており，農村地帯といえども農業
の従事者は 7割をも超えるが，最近個人による理髪店や左官業・小商業・小飯
店・ サービス業等の第三次産業への従事者が増加している。
第21こ郷鎮企業が強化され発展していることである。三中全会以前には郷鎮
企業といえば，レンガ工場や農具修理工場・糧食加工工場・建築材料工場•印
刷工場くらいで，その教は少なかった。ところが，三中全会以後，郷鎮企業は
合計68,労働者は1,771人で，その固定資産は197万元である。そのうち郷営企
業は15企業(22.1%)で，労働者は 1,222人(69.0%)に達している。特に1984年か
ら1985年にかけて作った企業としては総合商場や生産手段サービス公司・セメ
ント製品工場・豚毛加工工場があり，郷営企業の固定資産は141万元に達する。
村営企業は53企業(77.9彩），その固定資産は56万元で，労働者549人(31.0彩）と
なり，村営は郷営に比較して企業数は多いが労働者数は少なく，その規模の小
さいことが分かる。 1984年の郷営企業の生産額は410万1,600元で，その純利益
は30万元であり，村営企業の生産額は228万4,800元で純利益は14万元であるこ
とからも郷営企業の規模の大きさが窺える。 1985年度の計画では郷営企業の生
産額は450万元，村営企業の生産額は280万元を目標にしている。
第3には教育投資を重視したことである。 1983年から1985年にかけて農民の
資金38万元を集めて教育を行ってきた。全郷には完全中学が 1校あり，これは
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淮安県政府が運営している。この中学には高級中学（高校）が 6クラスと初級中
学（中学）が 6クラスある。生徒教は 700余人で，教師と職員は 50人いる。郷と
村あるいは村と村が共同で運営する聯塀初級中学は 3校あり， その生徒数は
620人，教師・職員は 33人で， そのうち民塀教師は18人である。小学校は郷に
中心小学が 1校あり，生徒教は 595人，教師・職員は29人で，その他に小学校
が18校ある。この 18校も 1年から 6年までのクラスがあり，生徒数は4,600人
で，教師・職員は 15射人である。小学校は郷で資金を集め， 土地は村が提供し
て郷で運営している。これまでは完全中学を除き聯塀初級中学も小学校もいく
つかの村が協力して運営していたが， 1985年からは全郷で統一負担することに
なった。そして，公塀教師の給料や福利は県政府の基本建設投資の一部を利用
し，民塀教師については既述したごとく教育事業付加費として徴収している。
これは 1人当たり所得の 1.4%を徴収し，民塀教師の給料や教学条件の改善等
に使用している。平橋郷には民塀教師が 141人おり， 1985年度から 1人当たり
の給料は57元となっていることから計算すると，ボーナスを除いた給料分だけ
で57元x12カ月 Xl41人=9万6,444元が必要で，徴収した教育事業付加費の多
くが教師の給料として使われることになる。教学条件の改善のために1985年に
は5万元を費やして小学・中学の建物を全てレンガ造りに建て替えた。
第 4に，農民の衣食住の改善が速かったことである。まず，交通機関である
が，農村公共バスが全郷を走るようになった。そして，郷には三輪トラックが
11輌，軽騎（荷馬車と思われる）が12輌， 自転車が7,008輌（総戸数の90.2%)を所有
するようになった。次に住宅の変化である。現在，レンガ造りの 2階建は3,698
戸（全戸数の47.4%)あり，その部屋数は 1万2,890間である。 1984年の新築が944
戸で行われ，その部屋数は 3,524間に達した。 3番目には身の回り品や日常生
活品が中クラスの上へ発展したことである。現在，平橋郷にはテレビが 350台
（全戸数の4.5 5lる），電気扇風機190台（同2.4%),電気蓄音機 1,020台（同13.1%),
テープ・レコーダー478台(6.1%), 腕時計 1万1,169個（同143.3%)あり，一部の
農家では洗濯機や冷蔵庫・電気ストープがある。消費財所有率の全国平均は，
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自転車74.48彩，ラジオ61.13彩，腕時計109.44彩，テレビ7.24彩であることか
ら自転車や腕時計の所有率は高いが， テレビは下回っていることが分かる6)。
また， 資金を集めて発電を行い， 電線を付設して22カ村に高圧電気を通し，
114組3,991戸には電燈が灯り，生産用にも利用できるようになった。というこ
とは現在，平橋郷で電気を利用できる家庭は51.2彩であり，いまだに電化生活
が送れない家庭が48.8彩も存在することになる。この点を加味すると上記の電
化製品の普及率はかなり高いとも言える。 1987年までには全ての農家に電気を
通し，生産用の電気も利用できるようにする予定である。
6)前掲「中国統計年鑑1985」p.573。
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